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コメント 

 理学・工学・医学が連携した災害対策は非常に重要なテーマであり、

新規性、独自性が認められる。「広域被害把握技術」の発展という目的も

極めて魅力的であり、「災害医療支援システムの社会実装」については社

会的要請が極めて高い研究と言える。 
 応募者は津波防災工学に関する研究で世界でも有数の研究業績を既に

上げており、本研究を遂行して十分な研究成果を上げることが期待され

る。 

以上の理由により、基盤研究（Ｓ）として推進することが適当と判断

した。 
 

 
 
 


